
::す 7J93臼(金)
12: 30 平塚舞踊・芸能チャリティー公演

入場券は市民指談室で配地

日 13:00 木遣りまといパレード 中心街

14: 30 ミス七夕披露、 )11時汚テ;肖防音楽隊パレード 中心街

:l 15: 45 市内小学校音楽離パレード 中心街

ii 18: 00 七夕まつりカラオケ大会(入場自由)市民センタ-

2 公 7月 4段(土)
H 12: 30 ミス七夕市中訪問パレード 周辺地域

1~ 13今 00 文化連盟公揖{民謡、民韓、吟詠} 中央公民館

泊予 00 平塚七夕まつりトヨタ瞳究の祭典 市民セン タ -

:: 出構者山本譲二、中村美樟子、若山かずさ、

!! i竜盟主造、麻生詩織、 E司会:夢大作

H 入場#申し込み往復はがきに住所、氏名、年齢、

ι 職業を記入し、 「干220横揺市西区者松町19 ラジ

ii >t臼本トヨタ歌の祭典係Jへo 6月22日(月)まで

•. に必着のこと。(先着1.000人)

jjカ 7月 5日{悶)
I 11 00 日産ファミリー劇場 市民センター

ii (第 1回公横 11 : 00......... 第 2回公輯 14 :∞~) 
:: 会「コミックトランポリンショーJ

合「ダイの大菅憤J官「恐竜戦離ジュウレンジャーJ
.• 入場'>> 6月248 (ホ)午前10時から市民プラ ザ

H 車工菩町駐車場内〉で配布する。 (1人 3枚まで)

H 12: 00 郷土芸能大会{人形芝居、古民謡ほか]中央公民館

11 13: 40 ミス七夕・七夕の女王症と安楽隊パレード 中心街

:: 参加国体 県警音楽障とカラ}ガード陣、横浜市消

口 防音柴隊、日産車体ベイシルバー、明るい担金づく

z り運動平揮市協議会、平壇バトンクラブ、東海大学

•• 吹審諜研究会、サンマーチングスクール、 SAGA

ロ MIマーチングプラス、寒川本他バトン鼓笛障、?

LMBA神奈川、スタジオベコ、日本ボーイスカウ

.• ト神奈川連銀平揮第11留、棄野少女ラッパ離、神奈

.• 川大学吹奏学部

特別吾妻加 飛棒高山キャンベーンガーノレ、ミス花巷

討す 7J96E! (月)
i 12‘ 00 市民総おどりパレード(どなたでも気軽に)中心街

i1 15: 00 七夕おどりパレード{県内各種団体] 中心街

E，'::r7月 7涜{火)
10 : 00 ミス七夕撮影会 中心街

ロ 12: 30 平場文化芸能協会チャリティー公揖市民センター

入場券は市民相談室で配布

披連日台スーパーファンタジアム'ヨ2
警実 11 7月 3日(金) ~6 日(月)
れ鼓 i 市民プラザ前交差点北側野外特設舞台で開催
ま」詰
すな 2 ※オープニングステージ 3日(金) 17: OO~ 

。京日す 7月513 (箆)
通s:: 10: 00 俳句大会(中央図書館) 鴎碁大会(勤労会館)

圭i: 111柳大会(中央公民館) 短歌大会(勤労会館)

蚕々 13 00 捗射神事「害々九手挟式J (平塚八幡宮〉
カて

市民セン;$<-

人幻 24雪，必哲人

被害葬 84，雪7習後事普

(平成 4年 5Fi 1臼現在)

ム
M

e

海
南
の
亙
の
開
刷
物
詩
「
第
四
十
二
回
平
塚
七
夕
ま
つ
り
」
は
、
七
月
一
二
日
か
ら
七
日
ま
。
官

官
で
の
五
日
潟
、
東
海
道
本
通
り
を
中
心
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
七
夕
ま
つ
り
に
撃
を
添
・
官

官
。
:
え
る
「
七
夕
の
女
王
」
は
、
松
竹
女
優
の
初
々
し
い
宮
沢
美
保
さ
ん
(
四
歳
)
、
ミ
ス
七
:
官

官
。
タ
に
は
、
。
平
塚
の
顔
。
に
ふ
さ
わ
し
く
と
て
も
き
れ
い
な
三
人
の
お
嬢
さ
ん
が
決
ま
!
よ
官

官
:
り
、
あ
と
は
本
番
を
待
つ
ば
か
り
。
そ
れ
で
は
、
今
年
の
話
題
を
追
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
合

日
本
三
大
七
夕
ま
つ
り
の
一
つ

と
い
わ
れ
る
「
平
塚
七
夕
ま
つ
り
」

昭
和
二
十
六
年
に
商
人
の
た

今
年
の
4
F
M

タ
の
女
}
忠
は
、
松

竹
余
儀
の
宮
沢
薬
組
開
設
F

向
。
日

本
務
務
総
額
大
学
一
年
生
可
税

一
問
削
棋
の
醐
幽
」
で
デ
ビ
ュ
ー
し
も

テ
レ
ど
「
投
策
に
な
っ
た
指
早
大

制
作
一
に
ゲ
ス
ト
出
演
の
予
波
町

外
国
人
観
光
客
の
た
め
に
、
駅

溝
口
前
の
農
業
会
館
一
一
一
階
に
は
、

土
E

日
曜
日
午
後
一
時
か
ら
六
時
吋

ま
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に

よ
る
国
際
交
流
サ
ロ
ン
を
閤
聞
き
ま

す
c

英
語
の
通
訳
や
お
茶
の
サ
ー

ビ
ス
の
外
に
、
浴
衣
の
着
付
け
、

英
字
の
俳
句
、
生
げ
花
、
書
道
な
ど

臼
杢
文
化
の
紹
介
を
し
ま
す
。

市
民
、
観
光
客
の
み
な
さ
ん
の

た
め
に
、
駅
北
口
、
叡
南
口
、
富

今

年

の

竹

締

り

の

話

殺

は

、

何

士

銀

行

前

、

市

民

フ

ラ

ザ

、

駅

西

と

い

っ

て

も

パ

ル

」

宮

口

ナ

オ

リ

ン

ロ

に

案

内

所

を

設

け

ま

す

。

巡

子

ピ

ッ

ク

、

そ

れ

に

相

撲

の

若

貴

兄

の

と

き

や

急

病

等

で

お

困

り

の

と

弟、

N
H
K大
河
ド
ラ
マ
の
「
織
田
信
長
」
、
テ
レ
ビ
ま
ん
が
「
ド
築
撃
け
ん
ら
ん
な
竹
品
開
り
は
、
お
き
は
ご
私
用
下
さ
い
。

ラ
ゴ
ン
ボ
i
ル
Z
」
な
ど
話
題
は
と
ぎ
の
闘
を
再
現
し
、
星
の
夢
物

パ
ス
粂
u
v
場
変
一
驚

畠
且
冨
で
す
。
務
り
岸
信
山
わ
せ
る
メ
ル
ヘ
ン
の
世

こ
の
よ
う
に
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
界
へ
と
、
見
る
入
の
心
を
誘
っ
て
七
夕
鍛
問
中
は
、
パ
ス
の
乗
り

l
ト
を
埋
め
尽
く
す
約
四
百
本
の
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
場
P
議
行
経
路
が
一
部
変
わ
り
ま

i

!

ー

;

i

b

令
骨
す
。
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
。

葛

お

と

諾

議

か

ち

ミ

ス

こ

れ

は

、

駅

前

の

混

雑

を

籍

a

i

l

i

a

g

j

す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
、
厚
木

今
年
は
市
制
施
行
六
十
局
年
で
プ
ラ
ザ
前
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
「
ス
方
鹿
、
伊
勢
原
方
溜
、
泰
野
方
面

も
あ
る
た
め
、
友
好
都
定
高
山
市

l
パ
l
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
ム
」
で
は
、
平
日
が
午
後
零
時
か
ら
、

と
筏
巻
市
か
ら
、
「
飛
田
神
高
山
キ
は
、
高
山
市
の
一
千
島
町
獅
子
土
'
門
口
は
午
前
十
時
か
ら
最
終
ま

ャ
ン
ベ
l
ン
ガ
ー
ル
」
「
ミ
ス
花
舞
」
や
花
巻
市
の
一
円
万
寺
神
で
N
T
T平
塚
支
悠
前
に
変
わ
り

巻
」
が
訪
れ
ま
す
。
ま
た
、
市
民
楽
」
、
天
城
湯
ケ
島
町
川
の
「
天
城
ま
す
。

官
八
角
ゅ
う
一
一
子
さ
ん
(
絞
殺
u

e

平
塚
市
公
所

・
家
事
手
伝
い

ム
H

永
締
約
絵
さ
ん
(
羽
織
)

.
横
浜
市
縁
日
民

・
家
事
手
伝
い

ム
M

釘
向
時
点
、
な
み
さ
ん
(
加
議
)

a茅
ヶ
崎
市
A
ユ
市

・
斑
細
道
大
学
法
常
蔀

話35ii許諾点字額欝鑑識詩iiiL22言語おう2のの
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(2) 平成ヰ査手8月守 58

語

ii 
季予

定i

老
人
、
児
童
、
障
害
福
祉
の
複
製
品
を
作
ろ
L

っ
と
長
り
切
っ
て
い

ム
円
施
設
と
し
て
、
社
会
議
技
法
人
る
。
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
に

湖
南
雲
セ
ン
タ
ー
「
鏡
石
つ
い
て
は
短
量
務
所
に
お
尋
ね

い
)
」
が
先
月
オ
ー
プ
ン
し
た
。
在
。

明
石
町
保
育
問
酬
改
築
に
あ
た
り
マ
所
在
地
平
塚
市
明
谷
町
お

1

新
た
に
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
騨
』
祝
日
山

と
精
神
薄
弱
者
授
耀
施
設
を
加
え
マ
逮
務

J

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
透

た
も
の
で
、
こ
の
よ
う
な
複
合
施
り
4
階
建
て

設
は
全
国
で
も
珍
し
く
、
県
内
で

e
1階
明
石
町
デ
イ
ケ
ア
セ
ン

は

初

め

て

。

タ

I
(
1
E
の
利
朗
定
員
同
人
)

特
に
、
四
階
に
あ
る
授
産
線
設
圃

2
1
3
階

明

石

町

保

育

習

で
は
、
新
し
い
作
業
獲
で
職
員
と
(
定
員
同
人
)

十
九
人
の
訓
練
生
が
ボ
ー
ル
ペ
ン
・

4
階
精
神
薄
弱
者
授
産
施
設

の
組
み
立
て
加
工
を
し
な
が
ら
、
「
工
房
絵
(
か
い
)
」
(
定
員
初

将
来
は
木
工
・
金
属
加
工
の
自
主
人
)

推
噛
蝿
「
浜
韓
り
祭
」

。募集人員 。一 審干名

く〉受験資格 q昭和42年 4月 2臼以

降に生まれた方で、高校卒業以上

の学療のある方、または平成 5年

3!'lに卒業見込みの健康な男子

②身長160cm、体重50kg、胸館80

cm、商富良とも操富良視力が0.6以と

または課 限視力炉0.1以 上 で 、 か

つ矯正視力1.0以上、 f主党及び聴

カが正常な方

。 第 1次試験 9月 6弓([])

く〉申し込み 6月 15日か07

常
用
部
調
和
談
窓

5
i一
一
一
一
山
内
線
一

〈
〉
人
権
法
捧
槙
設

{
6
月
刊
四
日
(
火
)
、

7
月
7
日
(
火
)
、

〈
〉
持
政
苦
情
報
設
ご
μ
時
3
日
時

〈
〉
一
樹
法
曹
2
鵠

6
月
日
目
(
ホ
)
、
白
日
(
水
)

7
月
1
日(水)、
8
日
(
ホ
)

予
約
制
(
電
話
で
も
可
)
、
口
時
3
日
時

。
畳
間
船
、
強
説
、
部
地
劇
滋
説

7
月
四
日
(
金
)
、
日
時
1
日
時

〈
〉
一
融
市
民
相
競
毎
日
(
た
だ
し
、
土
曜
は
日
時
ま
で
、
日

曜
咽
祝
日
砂
第
2
・
第
4
辻
標
ほ
除
く
)

〈
〉
捕
時
間
生
活
相
諮

5
月
四
日
(
金
)
、
訪
日
(
金
〉
、

7
月
3
ロ
(
金
)
、
山
田
(
金
)
、
9
時
t
問
時

〈
〉
定
例
年
金
相
談

7
月
9
日
(
木
)
、
同
時
3
日
時

心
踊
判
明
帯
軍
特
許
格
設

7
月
5
日
(
丹
)
叩
持
ri
、
日
時

心
Tr
鵠
議
引
相
談

6
月
四
日
(
木
)
、
日
時
四
分
1
日
時

〈
〉
伎
宅
相
銀
(
新
築
捕
時
な
ど
)
6
月
四
日
(
火
)
、
同
時
1
同
時

を

務
少
年
務
談
議
(
市
民
セ
ン
タ
t
1
)

科

i
七
一
一
一
一

月
jtil-
金
躍
5
9時
i
M時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

や
悩
み
ご
と
は
砂
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
。
お

j
七
八
一
一
一
。

nr、
土
曜
日
9
時
1
四
時
却
分

祷
役
会
総
お
;
一
一
一
一
一
一
一
…
一
一
一

八
〉
心
絞
ご
と
相
鶴
毎
週
月
曜
日
、
日
時
1
日
時

。
専
門
相
識
毎
月
第
2
ま
た
は
第
3
木
曜
日
、
日
時
1
日
時

。
生
漬
荒
撞
相
談
毎
週
月
1
金
曜
日
、

8
時
却
舟
1
口
時

八
〉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
椙
綬
毎
週
丹
1
土
曜
日
、
8
時
泊
分
3
口
時

(
土
曜
日
は
日
時
ま
で
、
第
2
、
第
4
土
曜
は
除
く
)

〈V
結
婚
椙
鱗
笹
週
日
曜
日
、
四
時
3
日
時
(
第
3
日
曜
日
除
く
)

。
母
子
相
麟
・
車
躍
児
鑑
椙
観
蒔
週
月
1
金
曜
日
、

9
時

ー
団
時

。
高
齢
者
職
難
措
職
種
趨
湾
【
、
土
曜
日
、

9
時
四
分
3
四
時

(
土
曜
日
は
四
時
ま
で
、
第
2
・第
4
土
曜
日
号
除
く
)

。
婦
人
相
殺
結
局
第
2
木
曜
日
、
叩
時
1
日
時



第 49守管

間
同
・
健
康
ま
つ
り
」
係
(
電
話
。
一
説
。
五
五
八
幻
i
一
O
五
O
)
一
か
の
子
供
奇
養
脊
し
、
か
つ
前
年

五

五

八

郎

二

二

)

へ

。

一

に

お

申

し

込

み

を

。

徳

選

一

の

所

得

が

限

度

内

で

あ

る

こ

と

務

局

、

監

査

委

員

事

務

局

、

農

天

城

山

荘

年

末

三

日

開

弓

;

一

軒

日

ー

ロ

時

一

一

諸

問

県

立

時

年

始

の

受

付

を

一

マ

宿

泊

室

一

般

室

8
室
、
家
族
一
子
供
が
お
り
、

2
人
目
以
降
が
よ
…
先
日
行
わ
れ
た
定
期
監
査
に
マ
結
巣
お
お
む
ね
適
正
に
処

一

室

4

案

一

歳

(

平

成

5
年
1
月
か
ら
1
年
間
一
ー
お
い
て
監
査
委
員
小
宮
慶
司
理
さ
れ
て
い
た

ひ
ら
つ
か
天
城
山
綻
で
は
、
年
一
一
V
街
治
料
一
般
室
(
大
人
五
千
一
は
3
歳
)
以
下
の
子
供
一
ぺ
氏
、
福
岡
敬
夫
氏
、
上
原
孝
生
{
阿
川
第
7
号
}

来
年
始
(
十
二
月
三
十
日
3
一
月
一
五
十
円
小
人
四
千
五
吉
三
十
…
マ
支
給
さ
れ
る
額
1
人
包
と
2
一
…
氏
か
ら
次
の
と
お
り
墾
口
が
あ
守
一
対
象
市
民
病
続
(
庶
務
諜

五
回
)
の
利
用
申
し
込
み
一
を
受
け
一
円
)
、
家
族
窓
(
大
人
五
千
五
百
一
人
聞
の
子
供
は
月
額
五
千
向
、

3
一

一

っ

た

。

医

事

課

)

に

お

け

る

契

約

事

務

平
塚
市
の
市
塁
養
の
郷
(
さ
一
参
加
さ
れ
る
方
全
員
(
グ
ル
ー
プ
一
付
け
る
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
往
一
六
十
円
、
小
人
五
千
五
十
月
二
人
日
以
降
の
子
供
は
1
人
に
つ
い
一
…
{
監
査
公
義

6
3

お
よ
び
有
形
図
定
資
産
の
取

と
)
天
城
湯
ケ
島
町
で
は
、
今
年
一
で
も
よ
い
)
の
住
所
、
氏
名
、
年
一
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
人
一
な
お
、
年
末
年
始
と
夏
休
み
以
一
て
月
額
一
万
円
一
一
マ
対
象
総
務
部
(
除
く
市
民
得
、
管
理
、
処
分
事
務

も
ー
は
だ
し
の
量
・
健
康
ま
つ
一
齢
、
電
話
番
号
室
る
う
え
一
数
、
宿
貴
重
毒
義
人
一
色
利
用
申
し
、
ま
は
、
脅
さ
一
一
一
税
課
、
資
産
税
謀
、
収
納
課
)
、
マ
結
果
お
お
む
ね
適
正
に
処

り
デ
を
世
間
く
z

一一
T
制
辺
一
静
岡
県
出
方
郡
天
城
湯
一
の
う
え
、
ひ
ら
つ
か
天
城
山
在
(
宇
一
れ
る
六
か
月
前
の
一
日
か
ら
受
け
一
一
…
建
設
調
援
部
、
会
計
課
、
議
会
理
さ
れ
て
い
た

こ
の
拙
惜
し
は
、
は
だ
し
を
通
し
一
ヶ
島
町
市
山
五
五

O

天
城
湯
ヶ
一
削
i
n静
岡

県

一

出

方

郡

天

城

湯

ケ

一

付

け

て

い

る

。

ご

利

服

売

で

事

務

局

、

選

挙

管

理

委

員

会

事

で
た
く
ま
し
い
身
体
と
農
か
な
心
一
島
町
役
場
町
民
課
「
は
だ
し
の
王
一
島
町
上
船
辰
一
一
一
一

0
1
一

・

一

を

持

つ

子

供

に

育

っ

て

も

ら

お

う

一

(

木

)

ま

で

に

、

各

地

区

の

民

各

っ

て

い

る

も

の

?

百

間

一

委

員

者

警

暴

露

福

祉

係

「

は

だ

し

」

あ

る

い

は

「

わ

ら

一

(

内

線

三

九

)

に

お

申

し

出

を

。

じ
」
で
行
動
し
、
は
だ
し
の
効
用
一

を
自
ら
体
験
し
て
い
た
だ
く
こ
と
一

に

な

っ

て

い

る

。

一

は
だ
し
に
よ
る
ゲ
ー
ム
や
ワ
ォ
一

i
ク
ラ
リ
ー
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
一

ヤ
ー
な
ど
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
の
一
二

日
開
ぜ
ひ
ご
品
嘉
を
。
一

マ
日
程

8
月
8
日
(
十
右
午
後
一

1
時

5
9日
(
臼
〉
午
後
1
持
、
一

1
泊
2
臼

一

マ
会
場
ひ
ら
つ
か
天
城
山
荘
煽
一

辺
(
宿
泊
は
キ
ャ
ン
プ
場
)
一

マ
募
集
人
員
親
子
二
吉
五
十
人
一

(

先

議

踊

)

一

マ
参
加
料
大
人
二
千
円
、
小
人
一

一
手
五
百
円
(
日
帰
り
五
百
内
)

申
し
込
み
は
、
往
復
は
が
き
に

大
静
き
な
ブ
ー
ル
遊
び

必選挙管理委員会での不桂者投薬

投に仕事などで投票できない方は選挙管理委員会で

イイ仁丹投禁ができる。

・期間公訴 Ij~投票1-1前日

・時IH1 守前 8時 30分~午後 5時

・場所選挙管理委員会事務局(市役所新館 1隣自側)

(主指定痛院等での不殺者投票

占区道府県選挙管理委員会が指定した病院等に入院し、か

つ品、くことが鴎難な方はその病院等で投禁できる。

{市内の指定病続等]

市民病院、主宰望書堂平場病院、倉田病院、平塚病院、平塚

十全病院、平F壕共済病院、 1富士見台病院、山崎病続、済生

会、γ域病院、永瀬病院、高根台病院、窟 i:白苑、平環老人

ホーム、っちゃホーム、ローズヒル、高根台ホーム、貴峯

荘、平場ふじみ翻

③郵便での不主主者投禦

次の万々は自宅にて郵便による投票ができる。

{身体障害者手帳または戦傷病者手帳をお持ちの

両ド肢、体幹、移動機能障害の程度が 1~2 級(特別

~第 2項症)までの方

-心臓、腎(じん)織、呼吸器、ほうこう、 m勝、小腸際

の程度が 1--3級(特別 ~第 3項症〉までの方

・手帳がなくても、都道府県知事または指定都市の長から

向棺f宝の障脊があると書面で証明された方

台湾い合わせ先 選挙管理委 員 会 事 務 局 ( 内 線 495)

市民休援の郷線総10潟年記念

3疋減七夕まつりに参加して、七夕お

どりそ隠ったり、近隣を観光したり

する。

トロール

S克ら

緑
樹

El 韓寺 8月 l El ~2 詞 (1泊 2SJ 

ー鍵 慰問，000月(パス代、宿拍費、

昼食代を含む〉

・募集人員 43人(先着願〉

。串し込み企磁部交流親善課

(内綿597)

く)7月1B (氷)
• 19時~21時金田公民館。7月1513 (水)

・ 14時~16時金目公民館

担当広報広穂諜



(4) 王手足立ヰ壬芋王室舟守 5沼

将来の夢はオソンピッ?選手新体操

富

割

…

一

¥

一

↑

一

一

一

一

一

一

一

一

務

災

教

噛

識

が

い

ざ

と

い

う

と

き

溶

ち

着

い

…

一

一

一

て

行

酌

で

き

る

よ

う

存

地

ぱ

で

い

ヴ

一

一

i
¥
i
J
υ
今

/

口

史

認

を

じ

っ

て

い

仙

一

平

塚

市

テ

ニ

ス

協

会

え

一

ナ

ノ

一

ド

〈

γ
乙

γ
?の
仙
主
に
ぜ
ひ
こ
ι
一fM
山
サ
一

軍
一
ニ
ス
教
宅
と
テ
ニ
ス
さ
と
高
一
一

¥
d
v
N悼し

J
T
、

ぉ
…
く
。
寺
加
を
希
望
さ
れ

y

勺
ん
は
、
一
一
/
/
ヂ

s
u
-
-ム
J

~

{

花
-
水
地
区
一

出
…
一
γ
山
山
平
塚
市
追
分
1

お
中
原
郵
…
ハ
，

f
υ
u司
占
)
人
一
一
下
一
¥
ハ
川
り
川
口
一
一
川
へ
け
一
ι
!

動

一

便

局

私

書

判

手

塚

テ

ニ

ス

協

一

…

酷

紫

紺

制

鱗

を

山

品

、

日

浩

一

会

に

お

申

し

込

み

在

。

一

章

第

γ
た
り
J

札ーへ
J

r

l

代

一

一

間
了
問
い
合
わ
せ
先
手
塚
成
域
内
一
一
六
げ
は
患
の
め
ま
り
c
k

重
量

J

二

清
一
体
育
諜
(
屯
J
白
ー
し
二
ひ
ん
八
〈
)
)
一
一
雨
、
集
中
豪
州
に
よ
る
が
け

A

朋
ヤ
打
川
町

G
ハ
お
け
ヘ
リ

'
J
一

一
円
一
拐
、
心
者
{
早
朝
ア
ニ
ス
教
室
}
一
ー
れ
、
地
す
べ
り
な
と
の
主
い
が
前
9
叫

、

江

川

ー

一

コ
一
寸
日
程

7
月
四
日
1
8
月
幻
日
一
一
起
こ
り
ゃ
す
く
な
る
時
間
て
あ
マ
会
均
中
山
小

y
牧

一

一
の
毎
週
五
、
日
濯
一
u
-
全
山
間
一
一
る
。
円
ご
ろ
か
ら
求
心
問
り
の
{
域
窮
地
点
口
一
一

一
・
時
間
午
前
6
持
1
7
M吋
羽
分
一
一
上
地
が
と
う
な
っ
て
い
る
か
を
け
、
マ
日
時

7
パ
ロ
け
(
什
)
午
一
一

一
一
〉
会
場
桃
浜
町
庭
球
場
一
ハ
検
し
て
お
こ
う
c

前
9
時
t
i
l
l
川

一

一

J
J

一
マ
参
加
資
格
市
内
に
お
住
ま
い
一
一
消
九
州
本
部
で
は
、
み
な
さ
ん
マ
会
場
城
弘
之
f
校

一

一

一
山
一
(
中
学
生
以
上
)
か
お
勤
め
の
万
…

i

一

一

一

一

一ι
一

マ

客

員

百

一

一

ふ

人

(

抽

選

)

一

加

を

。

一

で

、

第

2
ゴ
ス
印
歳
か
ら
的

川

一

マ

参

加

料

六

千

円

一

マ

日

限

7
月
訪
日
1
9月
四

日

一

段

ま

て

)

一

ν

一
ヤ
申
し
込
み

6
月
初
日
(
穴
)
一
の
毎
週
火
、
本
、
念
特
?
全
日
間
一

V
定
討
作
コ
ス
山
五
ト
人
一

即
一
ま
で
に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
了
時
間
第
1
コ
ー
ス
午
前
9
一

(

抽

選

)

…

暗
一
記
入
し
、
往
復
は
が
き
で
申
し
込
一
時
お
分
1
問
時
叫
分
、
第
2
コ

:

一

マ

巷

加

料

一

千

円

一

八

日

一

む

一

ス

午

前

凶

時

短

T
ロ
時
…
ヤ
出
込
山
制
限

G
け
お
い
け
(
供
)

一
パ
一
{
輪
開
2
間
平
塚
市
良
子
一
一
ス
大
会
}
一

V
会
場
総
合
体
育
際
一
マ
中
込
先
山
↑
阿
古
川
ス
ホ
l
ツ
似

た
一
マ
日
程

8
月
1
臼
(
ぃ
L
)
1
2
一
[
〉
委
加
資
格
市
内
に
お
比
一
ま
い
一
興
財
問
(
守
派
出
地
内
ふ
屯
ぷ
お

浩
一
日

(

g

z

k

性
(
第
1
コ

!

ス

き

J

一
心
一
。
)

L
r

一
マ
会
場
桃
浜
町
叫
庭
球
場
ほ
か
一

ぅ

一

マ

競

技

種

目

男

子

ダ

ブ

ル

ス

、

…

ち

び

っ

子

を

ご

罷

守

…

一

一

:

一

;
4
J
1
3
j

一

一

友

子

タ

プ

ル

ス

一

J

一
V
競
技
ん
刀
法

6
ゲ

l
ム

マ

ッ

一

イ

ー

ス

タ

ン

リ

i
グ

公

式

戦

一

一

チ

、

ト

!

ナ

メ

ン

ト

方

式

一

一

一
マ
参
加
資
格
市
内
に
お
伶
ま
い
一
大
津
球
践
で
は
、
七
夕
期
間
中
一
公
開
狩
湾
事
務
所
(
泡
F
円
お
一

一
お
勤
め
、
ま
た
は
通
学
し
て
い
る
一
に
一
心
わ
れ
る
平
塚
球
場
で
の
イ

11
一
二
三
一
二
)
へ
。

…
中
学
生
以
上
の
万
一
ス
タ
ン
リ
ー
グ
公
式
戦
に
、
小
学
一

一
三
あ
料
一
一
千
ア
九
百
円
一
生
以
下
の
ち
び

7ff招
待
?
…
大
洋
対
広
島
の

一
V
申
し
込
み

7
5日
(
月
二
る
。
当
日
は
フ
ァ
ン
り

1
5
f
前

売

券

を

発

売

一

ま
で
に
、
申
込
用
紙
(
体
好
調
部
に
一
ほ
か
、
ス
ピ
ー
ド
ガ
ン
の
総
定
も
…

あ
る
)
と
事
茄
料
を
同
封
し
、
現
一
行
う
c

ぜ
ひ
ご
観
戦
品
ケ
」

O

一
セ
ン
ト
ラ
ル
リ
J

ク
公
式
戦
大

金

書

留

で

申

し

込

む

一

マ

試

合

的

問

機

日

一

作

付

広

ぬ

(tバ
十
円
け
、
市

グ
恥
一

e
7
同月
4
ロ
(
上
)
午
後
4
時
1
一
一
環
球
山
崎
)
の
則
合
八
存
が
↓
パ
パ

i

フ
ィ
ッ
L
iネ
ス

教

7
5日
(
日
」
午
後

1
?
一

自

主

主

主

主

れ

る

。

室

を

間

関

き

ま

す

一

マ

対

戦

力

1
ド

大

器

ヤ

ク

ル

一

総

支

附

詩

書

士

主

一

ト

一

日

日

;

ご

)

に

お

4

ザ
ね
を
。

平
塚
市
ス
ポ
ー
ツ
霊
財
団
で
一
マ
入
場
料
大
人
八
庁
内
…
マ
入
場
料
ネ
y
ト
法
判
定
席

は
、
ム
7
年
度
て
初
日
の
フ
ィ
ッ
ト
一
マ
プ
レ
ゼ
ン
ト
各
試
合
臼
と
も
一
間
千
円
、
内
刑
判
内
A

r
千
バ
汀

ネ
ス
教
窓
そ
開
聞
く
。
ぜ
ひ
、
ご
参
一
先
着
か
弛
選
で
ホ
エ
ー
ル
ズ
グ
ソ
一
円
、
川
口
υ

正

11し
れ
州
、
外
野

ズ

一

席

大

人

一

f

¥

日
円
、
川
I

小
人

竹

V

ス
ピ
i
v、
ガ
ン
州
制
定
各
試
合
一
L

ハ
百
円

日
と
も
小
学
生
以
下
回
入
(
抽
選
〉
一
[
〉
前
売
所
市
内
ス
ポ
ー
ツ
山
、

な
お
、
ス
ピ
ー
ド
刀
ン
の
演
定
一
神
奈
中
駅
前
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

を
希
聾
さ
れ
る
方
は
、

6
月
初
け
一

i
、
梅
箆
サ
ピ
ス
カ
ウ
ン
タ

(
火
)
ま
で
に
往
復
は
が
き
に
住
一

i
、
チ
ケ
ソ
ト
ひ
ぁ
、
半
塚
球
場

所
、
氏
名
、
年
齢
師
、
職
業
、
暗
号
和
一
(
初
日
の
み
去
す
時
…

番
号
、
希
望
日
を
記
入
の
う
え
、
一
球
場
切
符
必
場
で
発
売
、

宇
部
平
塚
市
大
原
i

1

総
合
一
総
合
公
溺
管
理
事
務
所
)

一
ア
ニ
ス

}
ア
ニ
ス

ら

行
委
員
会
(
内
線
六
一
三
一
一
)
へ

G

一
盟
各
種
呂
と
も
抽
選
。
な
お

A

般

{ピ
i
チ
パ
レ
!
ボ
i
ル
大
会
}
一
一
世
合
の
部
は
性
別
、
年
齢
を
問
わ

マ
日
程

7
同
月
山
品
目
(
金
)

t

う
お
一
な
い

自

(

日

)

一

マ

申

込

期

限

7
月
3
日
(
金
)

マ

競

技

種

臼

一

{

ど

i
チ
コ
ン
サ
ー
ト
〕

・
男
子
上
級
の
郎
、
同
一
般
の
部
一
マ
日
程

8
月
7
臼
(
金
)
1
9

各
保
チ
l
ム

(
1
チ
!
ム
2
人
)
一
日

(5)

一
。
女
子
こ
級
の
部
、
同
一
般
の
部
了
時
間
午
後
2
時
1
7

h
Z
A

ク
リ
エ
i
シ
ヨ
ン
が
楽
し
め
る
湘
一
各
幻
チ
ー
ム

(
1
チ
!
ム
2
人
)
…
マ
募
集
数
日
サ
ー
ク
ル

22 読〉
" イそ :.: 11:;1:11が1

ンタ一

三応募方法 (ド γ'111はドイ川{)で)

e 募集人員出)(1人(凡打J!!l'l)

-お震習日 別 に λよめる (I"i敢 (;')1，，1)

ヲ:主力日を品されるんは、巾込 )1;(dil(センタ

ーにある)に人のうえ、f:iJ j3011 (火)まで

にお中し込みを。

・応尋率先 市民セン宝 見附町 1

電 話32-2235 

平
塚
市
ス
ポ
ー
ツ
援
輿
慰
問
で

は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
基
金
の
浄
財
で

ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
い
て
い
ま

す。
卓
球
、
テ
ニ
ス
、
水
泳
、
子
供

体
操
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
な
ど
、
ど
れ
も
ス
ポ
ー
ツ

に
毅
し
み
、
楽
し
む
教
室
で
す
。

教
家
で
は
、
初
め
て
の
入
、
何

度
か
参
加
し
て
い
る
人
な
ど
い
ろ

い
ろ
で
す
が
、
プ
レ
i
の
基
本
を

報
切
で
い
ね
い
に
教
え
る
先
生

と
、
そ
れ
そ
開
聞
く
生
徒
の
顔
が
真

剣
で
し
た
。
そ
の
中
に
も
み
ん
な

に
笑
顔
が
あ
り
、
雰
囲
気
は
明
る

く
、
和
や
か
で
し
た
。

そ
こ
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
で
健
康

と
体
力
づ
く
り
を
業
し
み
な
が

ら
、
新
し
い
人
の
輪
が
広
が
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

令
官
箆
本
学
生
時
措
上
競
技
選
手
権
大
会
(
大
人
一
千
五
百
円
、

高
・
大
学
生
五
一
自
白
川
、
中
学
生
以
r
無
料
)

-
7
月
5
門
口
(
日
)

0

0

時

1βPβP月PβPジ忍イ

、お襲来斗 $J;営3000i'J }¥!川:..::-:;OO!'J 

宮発所発売ζj'
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に
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一
一
南
ひ
ら
つ
か
ピ
ー
チ
パ
ー
ク
(
七
て
小
学
生
男
子
の
部
、
里
子
の

ル
月
二
十
日
1
八
月
三
十
一
日
、
平
一
部
各
6
チ
i
ム
(
1
チ
l
ム
6
一
定
す
る
。

J
V

塚

海

岸

)

が

今

年

も

開

設

さ

れ

る

一

人

)

一

マ

申

込

町

期

限

7

月

3
臼
(
金
)

一
が
、
そ
の
会
場
で
行
わ
れ
る
ビ
ー
一
躍
各
種
目
と
も
抽
選
。
な
お
上
一
ー
ー
ー

れ
チ
カ
ー
ニ
バ
ル
に
参
加
す
る
飽
体
一
級
。
一
般
の
部
は
中
学
生
以
上
一
-

初

を

募

集

す

る

。

一

マ

申

込

期

限

7

月

3
臼

(

金

二

渇

水

フ

j
ル
が

や
《
あ
申
し
込
み
は
、
は
が
き
に
二
ピ
i
チ
ド
ッ
ヂ
ポ
i
英
会
一
臨
時
休
舘
を

と
イ
ベ
ン
ト
名
、
チ
ー
ム
名
、
代
表
一
マ
日
程

8
月
7
臼
(
金
)
1
9
一

日
山
者
の
住
所
、
氏
。
官
、
年
一
時
電
請
一
日
(
日
)
一
総
合
体
育
館
温
水
ブ
ー
ル
山

守
番
号
、
メ
ン
バ
ー
の
氏
名
、
年
齢
一
マ
競
技
種
目
一
械
設
費
検
の
た
め
、
六
月
一

怖
を
記
入
(
バ
レ
l
ボ
!
ル
の
み
、
了
一
般
滋
合
の
部
認
チ
ー
ム
一
日
(
火
)
臨
時
株
館
と
な
る
。

プ
メ
ン
バ
ー
の
経
験
年
数
)
の
う
え
、
一
(
1
チ
ー
ム
山
人
)
一
了
濯
を

O

L

〔
千
以
平
塚
市
抽
出
向
間
関
9
1
1
平
ア
小
学
生
男
子
の
部
、
関
門
女
子
の
一

4

塚
市
河
川
下
水
道
部
水
政
課
内
一
部
各
8
チ
ー
ム
(
1
チ
ー
ム
ぬ
一

期
間
南
ひ
ら
つ
か
ど
1
チ
パ
!
ク
実
一
人
)

成玉事緩D!

ふ
る
さ
と
へ
は
毎
年
家
族
と

一
絡
に
帰
り
ま
す
が
、
子
供
の

と
き
か
ら
う
れ
し
い
に
つ
け
悲

し
い
に
つ
け
仰
い
で
き
た
赤
城

山
を
見
る
と
、
な
ぜ
か
ほ
っ
と

し
ま
す
ね
。

。
率
一
塚
に
住
ん
で
の
感
想

学
生
時
代
に
ヨ
ッ
ト
を
や
っ

て
い
た
の
で
、
海
の
あ
る
平
塚

が
大
好
き
で
す
。
た
だ
、
今
の

平
塚
海
岸
は
遊
泳
禁
止
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
一
日
滋
で
泳
げ
て

遊
べ
る
海
岸
に
し
て
ほ
し
い
で

す
ね
。ま

た
、
近
々
、
西
海
洋
の
市
間

活
衡
が
新
し
い
貰
い
物
公
鐙
と

な
る
よ
う
で
す
。
一
書
は
楽
し
み

に
し
て
い
る
よ
う
で
す
よ
。

喜

(

虹

ケ

浜

)

革
審
窓
阜
市
〉
ふ
る
さ
と
へ
行
っ
た

械
と
き
の
写
真
を
紹
介
し
な
が

場
ら
、
自
分
の
ふ
る
さ
と
を
諮
っ

噌
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
。
家
族

ワ
が
写
っ
て
い
る
ふ
る
さ
と
で
の

行
写
真
と
ふ
る
さ
と
の
紹
介
、
平

ン
塚
に
住
ん
で
か
ら
の
感
想
を
お

片
寄
せ
下
さ
い
。

グ
〈
〉
送
り
先
守
山
山
平
塚
市
浅
間

的
9
!
1
平
塚
市
広
報
広
聴

課
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
係

一一』
v
O私
の
家
族

妻
と
子
供
一
二
人
(
い
ず
れ
も

花
水
小
学
校
)
の
五
人
家
族
で

す
。
一
番
下
の
長
女
さ
や
か
は

平
塚
に
転
入
し
て
か
ら
生
ま
れ

ま
し
た
。

。
私
の
ふ
る
さ
と

私
の
ふ
る
さ
と
大
都
町
は
上

モ
電
鉄
の
中
央
前
橋
釈
か
ら
二

十
分
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

町
の
人
口
は
約
一
万
四
千
人

で
、
赤
城
山
の
南
側
に
面
し
て

お
り
農
業
主
体
の
町
で
す
。
大

胡
と
い
う
町
名
で
す
が
、
中
一
世

に
こ
の
地
を
治
め
た
城
主
大
胡

氏
に
ち
な
ん
で
つ
け
ら
れ
た
と

開
い
て
い
ま
す
。

昨
年
、
グ
リ
ー
ン
フ
ラ
ワ
ー

牧
場
内
に
風
車
塔
が
逮
て
ら
れ

ま
し
た
。
高
さ
二
十
二
日
川
の
八

角
形
で
、
中
に
は
絵
画
、
写
真

な
ど
が
展
示
さ
れ
、
そ
れ
は
立

派
な
も
の
で
す
よ
。

(5) 

〈〉
J
り
i
グ
サ
ッ
カ
ー
一
大
人
一
エ
五
一
日
間
守
中
・
高
校
生
一

千
円
、
小
学
生
八
百
円
)

a
7
月
の
の
臼
(
水
)
四
時
フ
ジ
タ
対
富
土
述

。
そ
の
ほ
か
の
主
な
大
会
(
入
場
自
由
)

・
6
月
初
日
(
土
)
立
時
東
日
本
実
業
団
対
関
東
学
生
対
抗

窪
上
競
技
大
会

・
6
月
れ
日
(
自
)
9
時
官
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
ー
ラ
ン
神
奈

・
6
月
訂
日
(
土
)
8降
、
お
日
(
日
)
8
時

神
奈
川
時
陸
上
競
技
母
芋
権
大
会

・
7
月
九
U
日
(
月
)
9
時
平
塚
市
中
学
校
体
湾
大
会

-
6
月
幻
日
(
日
)
9
M
吋
全
日
本
ク
ラ
ブ
カ
ッ
プ
神
奈
川
予

選
(
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
)

6
月
幻
U
H
(
L
L
)

は
時
、
お
日
一
日
)
9
時
一
川
町
一
品
校
総
A

口

体
育
大
会
(
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
)

-
7同
月

4
口
(
乞
)
9
時
関
東
レ
デ
ィ
ー
i

ス
卓
球
大
会
予
選

・
7
月
5
H
(
日
)
9
時
市
剣
道
迷
惑
剣
道
大
会

-
7
月
口
日
(
ヒ
)
9
降
、
ロ
門
口
(
日
)
9
時
市
中
学
校
総

合
体
首
大
会
(
卓
球
、
柔
道
」

a
7
1
月
刊
日
(
火
)
9
時
対
(
新
体
操
)

今 年 も 七 ち よ く 七 夕 ま つ り を は で い

ただこうと、、l'士同協議会を中心

に、 i?iril?初動をYJう" dJ].'(のみなさん、

ぜひこい争力11を/

7}ヲ5臼(霞)
〆f-I)iiS r王子へ 7 子

集会冷渓センタ一議

接清掃用よ1- (ほうき、 くまで)は科n
ご持幸を。

日時

一婦同

〈
〉
イ
ー
ス
タ
ン
リ
i
グ
公
式
戦
(
大
人
八
白
河
、
小
人
三
百

・
6
月
日
目
日
(
穴
)
四
時
大
洋
村
れ
人

・
6
阿
川
口
日
(
水
」
問
時
大
洋
対
ド
人

@
6
日
付
叩
山
口
(
金

J

同
時
大
洋
対
ロ
ッ
テ

・
6
什
什
幻
日
(
上
)
日
付
大
洋
対
ロ
ッ
一
7

・
7
月
9
H
(
木
〕
同
時
大
符
対
日
人

‘
7
月
日
口

(
E
J

問
符
大
津
対
丙
武

。
七
夕
イ
ー
ス
タ
ン
リ
!
グ
公
式
戦
(
大
人
八
百
円
)

・
7
M
4
H
(
」
」
)
日
時
大
洋
対
ヤ
ク
ル
ト

-
7
月
5
H
(
日
)
日
時
大
洋
対
ヤ
ク
ル
ト

ひ
会
頭
高
校
野
球
選
手
権
神
奈
川
川
大
会
(
大
人
一
九
百
円
、
高
-

大
学
生
二
一
口
問
、
小
・
中
学
生
月
間
山
)

明

7
刀
ロ
日
(
日
)
1
m
U
H
(
ホ
~

〈
〉
そ
の
ほ
か
の
主
な
大
会
(
入
場
自
由
)

-
6
月
れ
け
(
口
川
)
9
時
日
本
ソ
ト
ル
ソ
ー
グ
連
盟
県
大
会

・
6
月
刊
山
口
(
日
)
8
時
市
野
球
協
会
春
季
大
会

く)ff!附会イ本官憲章宮(電話 叩 :;7)

ー開設瞳自 卓球、パにミントン、パヌケソ

ト、軟式;厩球(へ日 16時)、バレー(16時~~)

6 fl22箆(月)午後 1時~午後 8時

7月20日(月)λ/

つぎを自公民鍍体苦言鎗(電話31--2136) 

く〉金尽公民意書体育館(電話58---OIOl) 

く〉神間公渓鎗体育重量(電話55--0239) 

く)Ilf!港公渓鍍体湾館〈電話31-225;') 

・開放撞自 パレー(9 時~13在日、パドミン
トン、白球(13時~16時)、バスケット(16

時~20時)、

7月 6臼(汚)午前 9時~午後 8時

・7 汚20，ヨ {月) ノノ

働問iい合わせ 青少年課電話32-7029 



マ

応

募

資

格

一

V
応
募
窃
阪

9
月
日
均
出
(
本
)
一

1

1
m款
問
問
M
M
fも
型

{

募

集

e

作

文

〕

一

一

歌
詞
に
は
題
名
を
つ
け
る
ほ
か
、
一
私
た
ち
の
ま
ち
ま
掌
一
ア
!
マ
一
一
M

4
つ
あ
る
中
の
ど
の
う
た
の
歌
誠
一
に
、
平
塚
の
米
来
を
つ
づ
っ
て
も
一
(

一

か

主

甘

い

て

お

く

一

ら

っ

。

一

程

一
マ
応
募
期
限

8
月
幻
自
(
月
二
マ
応
募
資
格
市
内
の
忠
下
生
一
日

一

一

寸

要

領

四

百

字

占

め

原

稿

用

紙

一

湾

一

門

募

集

@

総

額

〕

一

3
枚

以

内

と

す

る

一

7

室
。
っ
た
毒
自
然
と
市
一
平
塚
市
の
未
来
季
l
マ
に
、
京
応
募
期
限

9
月
訪
日
(
水
)
一
舘

民
の
心
を
歌
う
一
辺
世
紀
に
向
け
て
の
夢
や
希
望
を
一
応
募
さ
れ
る
方
は
、
住
所
、
氏
一
豪

雪
更
の
う
た
市
民
の
エ
ネ
ル
ギ
一
絵
に
し
て
も
ら
う
。
…
名
、
職
業
(
学
校
、
学
年
)
、
竜
一
一
樹

i
を

欽

一

う

一

マ

応

募

資

格

山

市

内

の

父

子

生

一

重

同

uZ記
入
の
う
え
、
作
品
宇
一
一
勧

③
秋
の
う
た
秋
の
臼
然
の
中
で
一
マ
要
領
①
サ
イ
ズ
は
四
つ
切
り
一
添
一
ス
て
、
〒
間
平
塚
市
浅
間
町
9
一
移

市
誌
の
ほ
喧
し
さ
、
思
い
や
り
、
続
一
以
上
と
す
る
②
ク
レ
ヨ
ン
、
ク
一
]
平
塚
市
企
一
曲
部
広
報
広
糠

し
み
な
ど
を
歌
う
。
レ
パ
ス
、
水
彩
、
油
絵
と
す
る
一
課
(
内
線
一
一
一
一
五
)
へ
。

(6) 

マ
募
集
す
る
歌
誌

mw苧
塚
の
う
た
決
民
全
体
の
テ

ー
マ
音
葉
。
例
え
ば
平
塚
の
歴

史
、
内
然
、
未
来
な
ど
、
幻
自
な

発
想
で
手
球
を
歌
う
。
こ
の
臨
は

混
声
合
唱
で
歌
う
も
の

学
校
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査

d
F

が
こ
の
程
行
わ
れ
、
八
幡
小
学
校
ム
、
海
は
紫
の
ベ
チ
ユ

ーj

が
最
俊
秀
役
に
輝
い
た
。
い
、
虹
は
色
と
り
ど
れ

一
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
緑
と
花
表
現
一

ι力
一
ブ
ブ
ル
力

持
〆
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
昭
和
問
ン
ク
ー
ル
に
参
加
し
か

十
一
十
八
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
周
開
聞
の
花
作
り
に
お

、
ず
で
、
日
ご
ろ
校
内
で
栽
培
し
て
い
い
て
も
栽
培
活
動
が
協
同
れ
て
い
る

コ
る
芸
昔
、
市
か
ら
配
布
さ
れ
た
と
話
完
た
。
な
お
、
雲
秀

草
花
在
使
っ
て
花
域
の
出
来
栄
え
殺
以
外
の
入
計
校
は
次
の
と
お

を

競

う

も

の

。

り

。

(

敬

称

略

)

八
幡
小
学
校
の
花
壌
は
「
き
ら
マ
優
秀
賞
花
水
小
学
校
、
姻
小

め
く
湘
南
の
海
島
ひ
ら
つ
か
ん
巾
制
学
校

六
L

周
年

i

一
を
テ
マ
に
、
合
計
マ
優
良
賞
な
で
し
こ
小
学
校
、

す
千
五
百
六
ト
川
口
株
の
草
花
を
配
布
問
原
小
学
校
、
港
小
学
校
、
神
明

し
て
デ
ザ
イ
ン
)
た
も
の
で
、
ョ
中
学
校

) 

1 ei 15U 29Ll・ 15: ()O~16 : 00 

2 H 16 [l 30日咽 13: OO~13 30 

2 U 16[J 30H 喝 13: 40~14 : 30 

2 1::i 16FJ 30[] ・ 15ω~16: 00 

3 f1 17 円 31H~13 30~14:30 

3 U 17日 31日・ 15: OO~16 00 

7 f3 21日 .l3 00へ~14 : no 
21日・ 14: 30~1::; 20 

7 El 21日 命日:30--16 : 00 

8日 22fj ・15: 00---16 : 00 

9臼 231'1・ 13: 30..-......14 : 30 

9 U 23E-i ・15 00---16: 00 

10 日 24L~1 ~ 13: 30---14: 30 

10 日目円 台:00---16 : 00 

14日 28[3 ・13:00---13 日

14日 28['J ・14:00---14ゃ 30

14 [1 28日 耳目 .00--16:00 

松がほ公民館

城島小学校

城島公民館

関崎小学校

帯，む与

金日i公民館

士総小学校

沢小学校

吉沢公民釘{

松延小学校

金日小学校

みずほ小学校

万田只上京ili営住宅

旭稜仁ド'芋校

港小学校

蝿宝寺

9 陸孝一~16町子50タテ

休館お 毎週月曜日、Il末、 6fj 9 f-l ~18 
日・館内くん蒸

μ 博物舘千桟間町12--41 道話:13 51日

ヤ

ン

設
か
な
自
然
の
中
で
野
外
生
ア
バ
一
冗
」
参
加
を
。
一
れ
る
。

を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
親
子
ふ
一
マ
汗
馬

8
月
1
日
主
)
午
後
一
人
形
の
製
作
に
つ
い
て
は
、

会
場
と
な
る
平
塚
西
部
丘
陵
地
一

1
治
2
日

一

で

す

す

め

ら

れ

る

よ

う

に

な

一

は
、
数
多
く
の
植
物
が
群
生
し
、
一
マ
会
場
び
わ
青
少
怜
の
家
一
い
る
の
で
、
お
気
軽
に
ご
車

問
季
折
々
の
自
然
観
察
が
で
き
る
一
マ
定
員
殺
と
子
(
小
学
校
3
年
一
在
。

h
f
f襲
か
な
自
然
が
残
っ
て
い
一
字
、
中
学
生
)
叫
入
、
先
着
順
一
マ
日
程

7
月
日
出
目
う
去
一
{
パ
ッ
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す綴子絢幸喜教室

湯飲み、花uんなど好 きな物を作ってみる 0

・rJ棋 7月26H (日) 13時~15時、 8 月 9

日 〈日) 13源寺(ず158寺

会場青少年金舘集会主

ー定員 親子〈小学生以上) 30組 、先着願

。材料費 1人1.0叩円

合開館時間

火~土曜日 9 時~21時3 方分

〈日曜日のみ 9 時~17時〉

カイホ韓日 華週月曜日

合膏少年金舘

千 2541袋持渇!!U12~- 41 官主ií;532~-7029

すとゴデオ験強会

6月 21日〔口) 10時・ 14時、 3階ホール

[タオタヌT絵本賄・;天国の白い象J30分

台 6fJzヲ日 (日) 11時 .14苦手、 3惜ホーJレ

「向・ゆかいな動物バンド J30分

すこどもおはなし会

紙芝居や絵本、折り紙などでよ1ft担う a

f中央毘塁審館こども童〕

開慌 1Jj}j第 l、第 2、第 3、第 4本幌

合ナチュラリスト講座

梢 I手iの動植 物について調宜研究されている

ヌj々 にいろいろな話題を話してちらつ ο

ー日担 (6~ 7月分 6fizOH (乞〉、 7月

11 しりの18時--20時

ー会場博物館講雪

対象中学生 以?の方

すプラネタリウム・双子の5皇
宮 沢 賢 的 の童話 f51X子のよ安を取り Tげ投

蕗する。

投時期間 6 JjZOF.l (上) .~7 月日行口])

ー投影口 上、日噂日の11時、時

すどろん子ワークショップ

土に措いたり、犯で行った形を行宵(こう)

で型どりして関税に残してみる。

合 f-]矛三

[ポタポターブフチカチ 1l 7月 211-3(1<) ~22 

日(ノ仙の13時~15時30分

[ポタボター力チカチ 7月24口{金) .---25 

日〈オ)のJ3H~テ~15時30分

'会場 美 樹 館 ア ト リ ヱ

対 象各コース小、中学竺 2D人(抽選〉

ヂを汗i 270r1J 

・申し込み 7f16日 ( 月 ) ま で に ど ち ら か

のワークショッブ名、住所、氏名、学校名、

学年、壇話番号を記入し、柱援はがきで

台市民アートギャラリー

{平揮書道協会展1
・期間 6 月日目(火 ~21 臼ぺ日)

[窮1O!?]神奈川県筆友書道連盟公募麗1
・期間 7月 8f-r (ホ) ~12日〈臼〉

Eピヲィヴラヴィアートフォーラム]

-期間 7月16日(木) ~19日(日〉

合間露時間 9 時30分~16時間分

合観覧料 常診む愛〈 般200丹、高司大学生100

円、ノj、・中学生50門人企画震や竹久夢二展(---

般600円、高・大学生400円、小叩中学生20uF[j)
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重苦491悲

で受けられるが、 4識までに終了

古ることカn長ましい

鱒開業民、病院で蝿種を。接種日は

医師とご相説を

謂探険証、母 7僅康子帳そ持参

~議委翠
盟対象 3か月以 1:.4親未満で、 B

CGj妾語を l['l)も受けていない乳

幼児

轍開業民、病院で接障を。時掲1Iは

医師とご相説を

盟探検証、白子健鹿手帳を持参

言欝

髄さ摂 -L'4flせきの予防接種を受け

る記、曹むない乳幼児

第工期 3か月以上 6歳未満の手し←

幼児。 3週間から 8j週間の間関で

3回受ける

第 2期第 i期の 3l<'ヨ口の接種円

から 1年以と i年 6jj、月以内に l

間受ける

輯接撞方法 市民病院・共済病院の

みで年間を通じて接趨できる。接

種目は箆師とご相識を

盟料金無料

購惇蹟誌、母子韓康手棋を持参

，、
μ"+-. 
号泣

7 J-:i 27日午後 1 時30分~4 時

お産の進みと定後の過ごし1]
呼吸法

8 JJ 1日 今前 9時 30ラチ~日時30廿

一、ちゃんのおふろ(実世)

お父さんもと参加を

調会場保鵠センター

覇テ治j認の許可を得てからご参加を

鱒母 f睦康子帳、筆記用具〈全呂程

2会JdD、スラックス(6口と27E口、

子ふさ夕方Jレ(20日ζ1日)、エプ

ロン、 1 角布 (20F1)を持事

やま J 会に~ :..:出J

山金王手ちゃん

合平塚市公所234~6 EJ本ピドラジ

ン工業にお勤めの端山正勝さん (33

緯)と洋子さん (24歳)白長男。体

重 8.51%、身民70cm、 3年 8il16日

生まれ。

おじいちゃんからもらった犬のぬ

いぐるみで遊ぶのが大好きな良平ち

ゃん。つかまりさかきを始めたのでほ

が離せない。住み良い平塚そつくる

ような人物になってほしいという磁

いで名前安ぶ良平。とつけたとママ。
義務醜醐醐鶏鴫離鶴揚繍醐緩衝諺

く応轟はがきに弗ちゃんむ名前、生年月口と両親

の住所、氏名、生年月日、電話番号、職業そ醤いて

お出しください。対委設は 2麓未満の埠ちゃんです。応募注れたはがき

は、時月 20日 (20日間印まで)に締め切り、抽選で赤ちゃんを翌月の

なお掲載した罪ちゃんには、記念τf真と広報紙

〈今月の応易事者は35人でした〉

醸 送 り 先 〒境問嬰J9 --1 市広報広聴親島ちゃんのステージ部

〈ア〉

自慢憧センタ

中里34-17 霞話34--03日

駅前パスターミナル5番綿 中里

経由日向間行または諏訪町経由市

民揖院行 f医捧センター前J下車

骨平壇保曜研

建鹿 町 2 --21 電話32--0130

駅前パスタ ミナル 2番 繍 事 野

駅行「営林署前」下車

実襲

尽!沼南公民館

訪日 i保徴セン3

11汗 zぉl※湘南農協議開支所

日;日本たばこ産業

(神田公民館

i市役所

i滋湘南農協大野支所

1汚 14日|時健センター

淡湘南差益協大野xPJf
保健センター
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1
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食
叩
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カ
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櫨

瞳
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1
目
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児
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品
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木

E
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械
(
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供
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一
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さ
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の
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協
刀
で
問
し
合
わ
せ
-
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、
大
人
用
三
輸
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百
科
辞
典
(
小
学
生
用
、
六
人
用
)

醐
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鶴

[

-
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-
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一
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増
え
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
を
い
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譲
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い
物
男
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用
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午後 6時 30分需書演
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'入場料 5席 2500何{会席指定〉

E 街路孝拳 6汚 28B(臼)午前10時から市
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e 問い合わせ市民センタ一室電話32~2235
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出
産
や
病
気
な
ど
で
休
ん
だ
教
職

員
の
替
わ
り
に
勤
務
し
て
い
た
だ
く

臨
時
の
教
職
員
を
受
け
付
け
て
い

る
。
希
望
さ
れ
る
方
は
庸
鷹
番
、
教

員
免
許
状
を
お
持
ち
に
な
り
教
脅
委

員
会
教
職
員
課
(
内
綿
五
一
九
一
で

登
鵠
を
。

小
・
中
・
高
等
学
校
て
捷
わ
れ
る

教
科
書
が
展
弔
さ
れ
る
。

マ
期
間

7
月
1
5
(水
)
2
3
日
日

(
土
)

e

時

間

午

前

9
時
却
分
1
午
桂
4

時
四
分
(
土
瞳
日
は
午
前
中
)

守
会
場
最
善
小
学
校

マ
問
い
合
わ
せ
先
教
宵
委
員
会
指

導
室
(
内
綿
五
二
七
)

£広報ひらつか

一( 守 安

田 白 金 聾
)程法助

講 す
7醤る
月会技
14カ宅待7
日開を
(台、竿
づくれぷ
)る目
、。$
19 水
臼 止二

第 491豊苦

@
時
間
午
前
9
時
却
分
ら
午
後
5

時守
会
場
日
本
た
ば
こ
産
業
体
育
セ

ン
タ
ー
ブ
!
ル

マ
定
員
五
百
れ
以
上
泳
げ
る
国
語

以
上
田
万
白
人
(
先
着
順
)

サ
費
用
三
千
五
百
円
へ
含
む
教
材

費
、
ブ
ー
ル
闘
用
料
)

守
申
込
先
生
活
福
祉
課
管
理
係

{
内
綿
一
一
一

O
V

生
ご
み
処
理
器
を
販
売
す
る
。
購

入
申
込
書
は
自
治
会
を
通
し
て
お
配

り
す
る
の
で
お
申
し
込
み
を
。

マ
種
類
、
金
額

・
据
え
置
き
型
月
一
二
十
れ
一
千

百
円
、
時
九
十
ド

J
1
一
百
円

・
埋
め
込
み
型
百
七
十
以
一
一
手

四
百
円

マ
申
込
期
限

7
月
7

U

(
火
)

γ
申
込
先
理
境
衛
生
業
務
課
業
務

部
(
内
結
五
-
ニ

O
)

岡
崎
福
祉
会
で
は
、
身
体
障
室
口
書

ケ
ア
付
き
住
宅
(
市
内
長
持
)
に
入

居
さ
れ
る
方
を
募
集
す
る
。

マ
間
取
り
木
造
平
案
建
て
、

l
D

K
、
ふ
ろ
、
ト
イ
レ
専
用

守
家
賃

1
か
月
一
一
万
五
千
円
(
含

む
食
費
、
光
熱
水
費
)

マ
募
集

1
人
(
単
身
者
に
限
る
)

マ
応
募
期
限

6
月
回
目
(
木
)

詳
し
く
は
、
繍
害
岡
田
祉
謀
障
害
福

祉
部
(
内
綿
二
一
一
一
)
に
お
尋
ね
を
。

身
体
障
害
義
更
生
相
談

{
6
3
9

円
分
)
が
開
か
れ
る
。

マ
相
談
日

{
繋
帝
ブ
ロ
ッ
ク

}
6
円
泣
口

(月)、

7
月
町
日
(
月
)
、

υo
円
割

円
(
月
)
、

9
月
訪
日
(
月
)

{
耳
鼻
科
}
7
月
四
日
(
水
)

※
受
付
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
1
時

t
2時

マ
会
場
楢
社
会
館

町
V

問
い
合
わ
せ
先
磁
湾
福
祉
課
障

持
福
祉
保
(
内
線
一
一
一
一
)

{
平
の
金
・
手
話
講
習
金
}

マ
日
程

6
日
同
行
、
7
月
口
日
の

毎
連
企
い
曜
日
、
全
5
山山

・
時
間
守
怯
6
昨
叩
汁

1
8
時
叩

〉門

v
会
場
福
祉
会
館

マ
定
員
加
人
(
先
箱
順
』

{
七
夕
金
a

手
話
講
習
金
}

マ
円
程

7
円
幻
け
ら
0
0

円
出
け
の

毎
週
火
曜
日
九
千
5
M

d

時

間

午

後

1
時
ら

3
時

(
8
月

4
日
、
日
目
、
四
日
は
午
前
日
時
、

マ
天
ぷ
ら
油
は
不
用
な
紙
や
布

に
し
み
込
ま
せ
、
燃
え
る
ご
み

と
し
て
取
す

マ
汚
れ
た
食
器
は
不
用
な
紙
や

布
で
汚
れ
を
ふ
さ
取
っ
て
か
ら

れ
の
八

O
げ
が
、
家
庭
か
ら
の
分
解
性
の
高
い
洗
剤
で
洗
う

排
水
が
原
田
凶
と
な
っ
て
い
ま
マ
調
理
く
ず
や
食
べ
残
し
は
三

す

。

角

コ

3

ナ
ー
に
ろ
紙
な
ど
を
使

ご
質
的
の
家
庭
で
で
き
る
排
い
流
さ
な
い

ホ

対

策

と

し

て

は

、

マ

洗

剤

は

石

げ

ん

な

ど

の

分

解

日
時
)

マ
会
場
福
祉
会
館

V
定
員
小
学
生
以
と
の
と
刀
知
人

(
先
着
順
)

申

υ
込
み
は
、
い
ず
れ
も
ホ
ラ
ン

テ
f
ア
セ
ン
タ
ー
(
電
話
回
一
一
一
一

三
三
〕
へ
。

市
内
の
惇
?
は
高
校
を
会
場
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
か
聞
か
れ

る
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
↑
刀
時
作
権

は
が
き
に
問
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
醤
号
、
性
別
を
記
入
し
、
毎
学
校

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
開
へ
。

{
自
事
故
車
法
講
習
金
}

マ
H
時

7
月
日
日
(
仁
)
、
日
日

(
日
)
、
同
日
(
上
)
、
四
日

(
H
て

抗

日

(

火

)

、

泣

打

(
水
て
お
口
、
木
)
、
出
円

(
金
)
、
訪
日
(
日
了
全
9
間

慎
一
時
凶
間
午
後
0
時
四
汁
《
7
4
時
却

L
J
 

ノノマ
会
場
平
年
仁
出
来
高
校

門

V
1
d
h

成
人
別
人
(
抽
選
)

門

V

教
材
費
千
一
一
円
円

マ
申
込
期
限
6
月
回
日
(
士
一

hv
申
込
先
平
塚
工
業
高
校
(
一
γ
出

戸
塚
市
黒
部
丘
山

j
7
・
電
話
出
i

o円
℃

)

{
初
心
者
の
た
め
の
つ
プ
口
融

窓
}

マ
日
程

7
月
説
日
(
水
)
、
白
日

(
金
て
お
日
(
土
)
、
訂
日

(
月
)
、
泊
日
(
水
)
、
卸
臼

(
木
)
、
出
日
(
金
)
・
全
7
回

・
時
間
午
前
9
時

1
日
時

V
A
広
場
平
塚
商
業
高
校

マ
定
員
成
人
時
人
(
抽
選
)

マ
教
材
費
五
百
円

マ
申
込
期
間

7
月
1
日
(
水
)
ら

日
日
(
水
)

マ
申
込
先
平
塚
高
業
高
校
一
一
一
千
加

平
嘩
市
中
堅
田

1
1
e
道

話

回

二

{
鞠
喜
入
門
・
茶
わ
ん
の
作
成
と
作

品
鑑
費
}

マ
日
糧

7
月
白
日
(
金
)
、

8
月

1
日
(
土
)
、
日
臼
(
火
)
、
日
日

(
水
)
、
日
日
(
木
)
、
四
日
(
土
)
、

日
日
(
臼
)
、
同
月
訪
日
(
金
て

お
臼
(
之
)
、

1
月
白
日
(
土
)

4

念
日
自

・
時
間
午
後
2
時

3
5時

マ
会
場
五
額
ヶ
台
高
校

マ
定
員
四
人
(
抽
選
)

マ
教
材
費
一
一
千
円

マ
申
込
期
間

6
H
m口
(
土

)
3

7
H
6
日
(
月
)

V
申
込
先
五
領
ヲ
台
高
校
へ
乎
閉

山
平
揮
市
片
間
九
九
一
-
電

話
回
一
。
一
一
一
)

-
ま
ち
か
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
(
安
田
信

託
盟
行
、
新
日
本
誌
券
、
山
一
証

券
、
一
一
基
担
行
の
各
ギ
M

ラ
リ
i
)

{
手
理
書
道
協
会
書
道
麗
}
6月
日

日
(
火

)
1四
日
(
月
)

{
泉
グ
ル
ー
プ
展
(
日
本
画
)
}
6

月
却
臼
(
火
)
5
7
月
日
日
(
月
)

出
国
連
協
会
宇
田
部
支
部
で
は
、
国
際

理
解
、
国
際
協
力
を
テ
ー
マ
と
し
た

患
い
を
開
く
ほ
か
、
ポ
ス
タ
ー
と
作

文
を
募
集
す
る
。

{
国
離
理
解
を
理
的
る
集
い
}

国
際
結
婚
さ
れ
、
現
在
市
内
に
お

住
ま
い
の
2
人
の
女
性
に
、
外
留
と

呂
本
と
の
生
活
の
違
い
に
つ
い
て
語

っ
て
い
た
だ
く
。
入
場
向
山
間

中
日
時

6
月
初
日
(
さ
午
後
1

時
間
分
3
3時
却
分

守
会
場
組
南
公
民
館

{
ポ
ス
タ
ー
と
作
文
事
集
}

マ
テ
ー
マ
①
軍
縮
と
平
和
②
国

際
理
解
と
密
際
協
力
③
国
際
連
合

の
精
神
と
活
動
④
世
界
の
人
口
、

食
料
、
資
調
エ
ネ
ル
ギ
問
題
⑤

公
害
、
理
壊
問
題
⑤
留
瞭
平
和
な

ど
に
関
す
る
も
の

マ
理
格
お
よ
び
応
募
資
格

〈
〉
ポ
ス
タ
ー
の
部

・
小
、
中
学
生
四
つ
切
り

@
高
校
生
、
一
般
四
つ
切
り
ま
た

は
半
さ
い

心
作
文
の
部

'
中
学
生
の
み
四
百
字
詰
め
雌
稿

用
紙
3
枚
以
内

マ
応
募
期
間

7
月
1
日
(
氷

)
i

u日
(
月
)

マ
応
募
先
交
流
親
善
議
親
善
坦
当

(
内
綿
五
九
七
)

/
¥
 

マ
日
時

7
丹
4
日
(
土
)
午
前
9

持
泊
分

1
日
時
泊
分

ザ
会
場
県
農
業
会
館
(
駅
南
口
)

V
講
師
盟
主
研
究
家
向
後
一
春

王j
 

ヤ
内
容
秋
ま
さ
野
菜
の
作
り
万

マ
問
い
合
わ
せ
先
県
湘
南
陽
芸
相

談
コ
ー
ナ
!
(
電
話
目
。
五
九
一
二
〉

あたたかい問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
院
議

会
(
電
話
四
一
三
一
一
一
二
三
)
へ
。

マ
社
金
措
祉
護
金
へ
。
l

土
木
用
地

会
一
百
六
十
四
円
、
期
友
会
九

千
八
百
十
六
円
、
不
二
京
ミ
ル
キ
ー

ウ
ェ
イ
五
万
円
、
で
あ
い
ふ
れ
あ

い
引
羽
海
岸
実
行
委
員
会

1
万

円
、
中
野
千
枝
子
五
千
円
、
長
品

金
次
郎
子
千
八
白
五
十
円
、
嶋
津

ト
ミ
二
万
円
、
久
保
田
寿
子

万
三
千
六
百
七
千
七
円
、
一
千
掠
家
紋

胤
保
存
会
三
万
円
、
マ
ル
コ
ウ
ス

ト
ア
ー
四
千
八
円
九
十
七
円
、
小

揮
鶴
三
五
ト
万
円
、
佐
藤
真
桂

子

-
U人
会
各
千
円
、
つ
く
し

看
護
婦
家
政
婦
紹
介
所
・
v
b
山
政
子

各
一
万
円
、
匿
名

(
2件
)

f
万

冗
千
円

マ
交
滋
議
団
児
へ
司
今
堀
祥
一

千
六
百
四
十
七
円
、
泉
栄
一
一
千

円
、
ス
ナ
ッ
ク
あ
し
た
の
ジ
ョ
!

一
一
万
円
、
平
塚
市
交
通
安
全
協
会
金

田
支
部
~
万
五
千
円
、
同
盟
出
支

部
一
万
六
ヂ
八
百
円

縁
の
あ
っ

敬称略

い
ら
な
く
な
っ
た
樹
木
定
会
(
あ

っ
)
旋
し
て
い
る
。
希
望
さ
れ
る
と
刀

は
、
み
ど
り
公
園
課
み
ど
り
推
進
部

(
内
韓
間
一
一
五
)
へ
。

マ
お
譲
り
す
る
樹
木
ク
ロ
マ
ツ

(
高
さ

1
・
5
M川
了
ツ
ゲ
(
向

1

・5
灯
)
各
3
本

戸
川
勝
髭
寄

日

ワ

弓

ト

ハ

出

2
Q
吻

E
H
N

2
品

4
f制

問
い
合
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県動物保護センター〈電話58-3411)

では、やむを得ない事情で飼ええよくなっ

た犬、 5苗を引き取っている。

当日、利用される方は印鑑、犬の壷監

札、主主射済票、愛犬手帳を持書していた

だきたい。弓|吉取り車の停留時間は15分

熊。

なお、犬、摘についての苦晴、相談や

野犬の捕獲依頼も向センターへ。

[ 7月 6臼

9 : 00 

9 : 25 
9 ゃ 55

10: 20 

犬・

く〉ご協力ありがとうございました(5丹)
敬称略

パイロット、へいあん、小松 電 子 金 騰 、 大 東 化

学、小松製作所、小松エレクト口ニクス(以ヒ肉体

のみ)

く〉日懇

7月 1HJ

(二日 10時~

15時紅谷パー

Jレロード

敬称略
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